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１　
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』

　

雑
誌
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
は
、
明
治
期
の
文
学
と
美
術
の
交
流
を
考

え
る
上
で
、
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
文
学
と
美
術
の

交
流
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ッ
チ
と

い
う
概
念
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
は
、
一
九

〇
五
年
四
月
か
ら
、
翌
年
三
月
ま
で
、
一
二
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
最
初

は
、
横
長
の
変
形
判
で
あ
っ
た
。
記
事
は
論
説
、
ス
ケ
ツ
チ
文
壇
、
講

話
、
雑
録
、
評
論
、
雑
報
な
ど
で
、
絵
画
作
品
も
図
版
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
第
七
号
よ
り
、
菊
倍
判
と
な
っ
た
。

　

創
刊
号
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
会
告
」
は
、「
本
会
の
為
に
賛
成
員
た

る
を
承
諾
せ
ら
れ
し
諸
大
家
は
左
の
如
し
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

人
々
の
名
を
列
記
し
て
い
る（
１
）。

　

岩マ
マ

谷
小
波
君　

伊
藤
銀
月
君　

岩
野
泡
鳴
君　

石
井
柏
亭
君　

生
田
葵
山
君　

長
谷
川
天
溪
君　

橋
本
邦
助
君　

西
山
筑
濱
君　

西
村
渚
山
君　

徳
富
蘆
花
君　

戸
張
竹
風
君　

和
田
英
作
君　

角

田
浩
々マ

マ

君　

蒲
原
有
明
君　

河
井
醉
茗
君　

田
口
掬
汀
君　

高
須

梅
溪
君　

相
馬
御
風
君　

坪
内
逍
遙
君　

綱
島
梁
川
君　

長
原
止

水
君　

中
村
春
雨
君　

中
澤
弘
光
君　

中
島
孤
島
君　

梅
澤
和
軒

君　

上
田　

敏
君　

野
口
米
二マ

マ

郎
君　

岡
田
三
郎
助
君　

黒
田
清

輝
君　

久
米
桂
一
郎
君　

草
村
北
星
君　

黒
田
湖
山
君　

山
本
露

葉
君　

山
本
森
之
助
君　

正
宗
白
鳥
君　

前
田
林
外
君　

藤
島
武

二
君　

後
藤
宙
外
君　

小
杉
天
外
君　

小
林
鐘
吉
君　

堺　

枯
川

君　

齋
藤
吊マ

マ

花
君　

木
下
尚
江
君　

湯
浅
一
郎
君　

三
宅
克
己
君

ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
っ
て

　
　

画
文
を
つ
な
ぐ
も
の　
　

木　
　

股　
　

知　
　

史



　

平
尾
不
孤
君　

平
木
白
星
君　

薄
田
泣
菫
君

　

明
治
三
〇
年
代
に
活
躍
し
て
い
た
文
学
者
の
名
と
と
と
も
に
、
黒

田
、
久
米
、
岡
田
、
和
田
、
長
原
、
藤
島
、
中
澤
、
橋
本
ら
の
白
馬
会

の
面
々
、
无
声
会
の
石
井
柏
亭
、
水
彩
画
家
と
し
て
一
家
を
な
し
て
い

た
三
宅
克
己
の
名
が
見
え
る
。
文
学
者
と
画
家
の
名
が
混
じ
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
、
画
文
の
交
流
を
め
ざ
す
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
編
集
方

針
の
あ
ら
わ
れ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

創
刊
号
の
奥
付
に
は
、「
発
行
兼
編
集
人
」
と
し
て
日
箇
原
繁
、「
印

刷
人
」
と
し
て
河
本
亀
之
助
の
名
が
掲
げ
ら
れ
、
発
行
所
は
「
ス
ケ
ツ

チ
会
支
部
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
七
号
（
一
九
〇
五
年
一
〇
月
）
の
「
社

告
」
欄
に
ス
ケ
ツ
チ
会
の
住
所
変
更
の
告
知
が
あ
る
が
、
ス
ケ
ツ
チ
会

の
表
記
と
並
ん
で
、
坂
井
義
三
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ス
ケ
ツ
チ

会
は
、
坂
井
義
三
郎
の
住
所
に
お
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
坂
井
義
三
郎

は
、
犀
水
の
号
で
、『
美
術
新
報
』
や
、
白
馬
会
の
雑
誌
『
光
風
』
の
編

集
に
あ
た
る
な
ど
、
明
治
大
正
期
に
活
躍
し
た
美
術
批
評
家
で
あ
る

が
、
三
宅
克
己
の
協
力
を
得
な
が
ら
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
編
集
の
実

務
の
中
心
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
２
）。

　

創
刊
号
に
掲
げ
ら
れ
た
「
発
刊
の
辞
」
は
、
絵
画
と
文
学
の
交
流
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

絵
画
と
文
学
と
は
芸
術
の
両
翼
な
り
、
絵
画
は
眼
に
訴
へ
、
文
学

は
心
に
語
る
、
観
照
の
快
は
絵
画
の
獨
り
擅
に
す
る
所
に
し
て
、

情
想
の
美
は
文
学
の
縁
つ
て
立
つ
所
、
両
者
は
其
の
所
縁
を
異
に

し
、
其
所
長
を
異
に
す
、
然
か
も
両
者
は
相
須
つ
て
常
に
一
代
の

文
華
を
発
揚
す
、
今
や
新
代
の
文
運
将
に
其
盛
を
致
さ
ん
と
し

て
、
人
は
新
た
な
る
芸
術
に
向
つ
て
渇
仰
す
、
此
の
時
に
於
て
両

者
は
漸
や
く
相
近
か
ん
と
し
て
、
尚
ほ
其
の
間
に
多
く
の
距
離
あ

る
が
如
き
は
、
主
と
し
て
其
の
互
に
相
知
ら
ざ
る
に
原
く
、
吾
人

此
の
両
者
の
融
会
を
思
ふ
こ
と
既
に
久
し
、
今
に
於
て
本
誌
を
発

刊
す
る
所
以
は
、
た
ゞ
文
人
を
し
て
絵
画
を
解
せ
し
め
、
画
家
を

し
て
文
学
を
解
せ
し
め
ん
こ
と
を
期
す
る
が
た
め
の
み
、
吾
人
の

微
力
を
以
て
若
し
両
者
を
し
て
親
し
く
其
の
手
を
握
ら
し
む
る
こ

と
を
得
ば
、
吾
人
の
願
望
は
茲
に
尽
き
ん
。

　

ま
ず
、「
観
照
」
と
い
う
客
観
性
を
特
質
と
す
る
絵
画
と
、「
情
想
の

美
」
と
い
う
主
観
性
を
特
質
と
す
る
文
学
の
表
現
上
の
差
異
が
認
識
さ

れ
る
。
表
現
上
の
質
の
違
い
は
あ
る
が
、
絵
画
と
文
学
の
「
両
者
は
相

須
つ
て
常
に
一
代
の
文
華
を
発
揚
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
お
互
い
を
盛

り
た
て
あ
う
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
絵
画
と
文
学

の
担
い
手
た
ち
が
相
互
に
親
近
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
ゆ
え



に
、
画
家
と
文
学
者
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、『
月
刊
ス
ケ
ッ

チ
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

創
刊
号
に
は
、
三
宅
克
己
が
「
森
の
路
」
と
い
う
水
彩
画
を
寄
せ
、

「
ス
ケ
ツ
チ
家
に
一
言
」
と
い
う
評
論
の
連
載
を
開
始
し
て
い
る
。『
月

刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
創
刊
の
背
後
に
は
、
三
宅
を
代
表
的
な
画
家
の
一
人

と
す
る
水
彩
画
の
流
行
と
い
う
現
象
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
森
口
多

里
は
、
水
彩
画
の
流
行
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

３
）。

一
般
の
青
年
男
女
の
あ
い
だ
に
洋
画
趣
味
が
広
く
普
及
し
た
の

は
、
恐
ら
く
明
治
三
十
六
七
年
頃
か
ら
で
あ
ら
う
。
そ
の
結
果
と

し
て
最
も
素
人
の
近
づ
き
や
す
い
水
彩
と
ス
ケ
ッ
チ
と
が
多
く
の

青
年
男
女
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
作
家
も
ま
た
啓

蒙
運
動
に
力
を
尽
し
、
中
村
勝
治
郎
、
大
下
藤
次
郎
（
明
治
四
十

四
年
四
十
二
歳
で
没
）、
三
宅
克
己
等
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
水
彩

画
法
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
て
、
世
の
迎
へ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

水
彩
画
の
流
行
は
、
ま
た
絵
葉
書
の
盛
行
に
も
連
動
し
て
い
た（
４
）。『
月

刊
ス
ケ
ツ
チ
』
第
二
号
（
一
九
〇
五
年
五
月
）
に
は
、「
す
け
つ
ち
ゑ
は

が
き
」
の
近
刊
予
告
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
三
宅
克
己
、
岡
田
三
郎
助
、

中
澤
弘
光
の
三
人
が
画
筆
を
ふ
る
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
宅
克
己
は
、「
ス
ケ
ツ
チ
家
へ
一
言
（
其
一
）」
の
中
で
、「
ス
ケ
ツ

チ
と
云
ふ
と
何
か
特
別
に
伝
授
、
秘
法
で
も
あ
る
様
だ
が
、
別
に
八
釜

敷
い
理
窟
が
あ
る
訳
で
も
無
い
。
結
局
鉛
筆
な
り
絵
具
な
り
で
、
眼
に

映
ず
る
風
景
、
人
物
、
器
物
な
り
を
、
思
ふ
儘
に
描
写
す
る
に
過
ぎ
無

い
訳
な
の
で
あ
る
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
三
宅
は
、
自
伝
『
思
ひ
出

つ
る
ま
ゝ
』
に
、
明
治
二
四
年
に
来
日
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ

ン
・
バ
ー
レ
イ
の
水
彩
画
を
見
て
、
既
成
の
絵
手
本
で
な
く
、
実
景
に

ふ
れ
て
描
く
こ
と
に
目
覚
め
た
と
記
し
て
い
る（
５
）。「

眼
に
映
ず
る
風
景
、

人
物
、
器
物
な
り
を
、
思
ふ
儘
に
描
写
す
る
」
と
い
う
三
宅
の
「
ス
ケ

ツ
チ
」
観
か
ら
は
、
風
景
や
人
物
を
描
写
す
る
と
い
う
写
実
性
と
、「
思

ふ
儘
」
と
い
う
言
い
方
に
示
さ
れ
て
い
る
主
観
性
の
関
与
と
い
う
こ
と

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

当
時
広
く
読
ま
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
作
法
書
で
あ
る
『
ス
ケ
ッ
チ
画

法
』
の
中
で
、
太
田
三
郎
は
、「
現
今
私
ど
も
が
云
つ
て
居
る
ス
ケ
ッ
チ

と
云
ふ
の
は
、
実
物
を
見
実
物
に
対
し
て
其
概
要
を
速
写
し
た
絵
の
こ

と
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
油
絵
ス
ケ
ッ
チ
、
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
、
色

鉛
筆
ス
ケ
ッ
チ
、
パ
ス
テ
ル
ス
ケ
ッ
チ
、
ペ
ン
画
ス
ケ
ッ
チ
、
木
炭
ス

ケ
ッ
チ
、
チ
ョ
ー
ク
ス
ケ
ッ
チ
、
鉛
筆
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
が
あ
る
と
述
べ

て
い
る（

６
）。
太
田
の
規
定
で
は
、「
実
物
」
を
「
速
写
」
す
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。



２　

写
生
と
ス
ケ
ッ
チ

　

美
術
の
用
語
で
あ
る
ス
ケ
ッ
チ
は
、
文
学
の
領
域
で
も
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
写
生
と
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
一

つ
は
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
派
の
写
生
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
北
住
敏
夫

は
、
写
生
概
念
と
子
規
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

７
）。

　
「
写
生
」
は
も
と
中
国
に
お
い
て
、
宋
代
あ
た
り
に
発
祥
し
た
画

論
上
の
述
語
で
あ
る
。
詩
に
関
し
て
転
用
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
も
、「
写
意
」
等
と
並
ん
で
画
法
に
つ
い
て
の
主
要
な
概
念

と
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
日
本
に
も
移
入
せ
ら
れ
、
徳
川
時
代
に

南
画
に
つ
い
て
多
く
使
は
れ
る
こ
と
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
洋

画
に
も
適
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
明
治
以
後
は
、
ス
ケ
ッ
チ
も
し
く

は
デ
ッ
サ
ン
の
訳
語
に
当
て
ら
れ
て
一
般
化
し
た
が
、
そ
の
や
う

な
西
洋
的
な
技
法
を
伝
へ
る
の
に
力
の
あ
つ
た
の
は
、
イ
タ
リ
ー

人
の
教
師
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
感
化
を
直
接
も
し
く

は
間
接
に
受
け
た
洋
画
家
に
浅
井
忠
・
中
村
不
折
・
下
村
爲
山
等

が
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
交
友
関
係
が
、
俳
人
と
し
て
立

つ
て
ゐ
た
正
岡
子
規
を
し
て
、
文
藝
に
お
け
る
写
生
の
意
識
を
胚

胎
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
「
写
生
」
は
「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
た
と
い
う
が
、
そ

の
経
緯
に
は
も
う
少
し
複
雑
な
事
情
が
介
在
し
て
い
た
。
フ
ォ
ン
タ
ネ

ー
ジ
の
美
術
論
と
正
岡
子
規
の
関
係
を
考
察
し
た
松
井
貴
子
は
、　
「
ス

ケ
ッ
チ
」
と
「
写
生
」
と
い
う
語
の
微
妙
な
ず
れ
に
つ
い
て
注
意
を
喚

起
し
て
い
る
。「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
訳
語
と
し
て
「
写
生
」
が
あ
て
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
二
つ
の
語
に
は
差
異
が
あ
る
と
し
て
、
松
井
は
、
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る（
８
）。

　

美
術
用
語
と
し
て
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
写
生
と
決
定
的
に
異
な

る
意
味
と
し
て
、
未
完
成
作
品
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ス
ケ
ッ
チ

は
、
完
成
作
品
を
制
作
す
る
過
程
で
描
か
れ
る
習
作
、
あ
る
い
は
、

完
成
作
品
を
意
図
し
な
い
で
す
ば
や
く
描
く
小
品
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
ス
ケ
ッ
チ
そ
の
も
の
は
完
成
作
品
で
は
な
い
。
こ

の
点
で
、
ス
ケ
ッ
チ
は
写
生
と
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

松
井
は
、「
ス
ケ
ッ
チ
」
と
対
比
し
て
、「
写
生
の
生
は
、
現
実
性
を

と
も
な
う
生
命
感
を
意
味
す
る
。
写
生
は
、
視
覚
的
現
実
性
と
内
的
真

実
の
表
象
と
い
う
二
重
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（
９
）。



「
写
生
」
に
は
、
客
観
的
に
対
象
物
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
内
的
な
主

観
性
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
松
井
は
、「
用
語
と
し
て

の
簡
便
さ
」
か
ら
、「
一
般
的
に
は
、
写
生
と
ス
ケ
ッ
チ
の
概
念
は
、
明

確
に
は
区
別
さ
れ
ず
、
混
同
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
指

摘
し
、「
子
規
の
周
辺
で
も
、
写
生
論
が
、
子
規
の
写
生
論
と
し
て
、
つ

ま
り
、
美
術
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
形
で
継
承
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
写
生
と
ス
ケ
ッ
チ
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

10
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島
崎
藤
村
の
『
千
曲
川
の
ス
ケ
ツ
チ
』（
一
九
一
二
年
一
二
月
、
佐
久

良
書
房
）
は
、
一
九
一
一
年
六
月
か
ら
一
九
一
二
年
八
月
ま
で
、
雑
誌

『
中
学
世
界
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
も
と
も
と

は
、
小
諸
義
塾
の
教
員
時
代
（
一
八
九
九
〜
一
九
〇
五
年
）
に
書
か
れ

た
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
。
藤
村
は
、「『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』
奥

書
」（
一
九
三
六
年
四
月
、『
定
本
版
藤
村
文
庫
第
三
篇　

早
春
』、
新
潮

社
）
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

自
分
の
第
四
の
詩
集
を
出
し
た
頃
、
私
は
も
つ
と
事
物
を
正
し
く

見
る
こ
と
を
学
ば
う
と
思
い
立
つ
た
。
こ
の
心
か
ら
の
要
求
は
か

な
り
は
げ
し
か
つ
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
私
は
三
年
近
く
も
黙
し

て
暮
す
や
う
に
な
り
、
い
つ
始
め
る
と
も
な
く
こ
ん
な
ス
ケ
ッ
チ

を
始
め
、
こ
れ
を
手
帳
に
書
き
つ
け
る
こ
と
を
自
分
の
日
課
の
や

う
に
し
た
。
ち
や
う
ど
わ
た
し
と
前
後
し
て
小
諸
へ
来
た
水
彩
画

家
の
三
宅
克
己
君
が
袋
町
と
い
う
と
こ
ろ
に
新
家
庭
を
つ
く
つ
て

一
年
ば
か
り
住
ん
で
お
ら
れ
、
余
暇
に
は
小
諸
義
塾
の
生
徒
を
も

教
へ
に
通
は
れ
た
。
同
君
の
画
業
は
小
諸
時
代
に
大
に
進
み
、
白

馬
会
の
展
示
会
に
出
し
た
『
朝
』
の
図
な
ぞ
も
懐
古
園
附
近
の
松

林
を
描
い
た
も
の
の
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。
私
は
同
君
に
頼
ん
で

画
家
の
用
ゐ
る
や
う
な
三
脚
を
手
に
入
れ
、
時
に
は
そ
れ
を
野
外

に
持
ち
出
し
て
、
日
に
〳
〵
に
新
し
い
自
然
か
ら
学
ぶ
心
を
養
は

う
と
し
た
こ
と
も
あ
る
。
浅
間
山
麓
の
高
原
と
、
焼
石
と
、
砂
と
、

烈
風
の
中
か
ら
こ
ん
な
ス
ケ
ッ
チ
が
生
れ
た
。

　

藤
村
は
、
明
ら
か
に
、「
事
物
を
正
し
く
見
る
」
た
め
の
文
章
表
現
を

「
ス
ケ
ツ
チ
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
指
し
示
し
て
い
る
。『
千
曲
川
の
ス

ケ
ツ
チ
』
に
収
め
ら
れ
た
文
章
は
、
断
片
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も

ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
語
に
適
合
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。『
月
刊
ス

ケ
ツ
チ
』
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
三
宅
克
己
の
名
が
登
場
す
る
の
も
興

味
深
い
。
当
時
、
三
宅
克
己
は
、
友
人
の
丸
山
晩
霞
の
郷
里
の
近
く
、

「
信
州
浅
間
山
の
山
麓
に
て
只
管
自
然
の
写
生
を
研
究
」
し
た
い
と
い

う
希
望
を
持
っ
て
い
た
が
、
新
婚
の
妻
に
も
な
じ
め
る
土
地
と
し
て



「
昔
の
城
下
の
小
さ
い
町
で
あ
る
、
小
諸
町
に
居
を
定
め
る
」
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る）
11
（

。
三
宅
は
、
明
治
学
院
の
先
輩
で
あ
っ
た
藤
村
が
小
諸
義

塾
の
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知

り
、
交
友
が
生
ま
れ
た
。
三
宅
は
、
藤
村
と
の
交
流
の
一
齣
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る）
12
（

。

夜
は
勉
強
の
邪
魔
を
し
て
は
相
済
な
い
と
思
ひ
つ
ゝ
、
私
は
馬
場

裏
の
島
崎
さ
ん
を
御
訪
ね
し
て
、
信
州
の
自
然
に
就
て
の
御
話
を

聴
い
た
り
、
又
此
方
か
ら
も
絵
の
話
を
為
た
。
時
に
は
ラ
ス
キ
ン

の
モ
ダ
ア
ン
、
ペ
イ
ン
タ
ア
中
か
ら
、
自
分
達
に
有
益
な
部
分
の

講
義
な
ど
も
願
つ
た
り
し
た
。
画
家
で
も
無
い
島
崎
さ
ん
が
一
冊

の
手
帳
に
毎
日
雲
の
変
化
な
ど
、
日
記
の
や
う
に
手
記
さ
れ
て
居

た
の
に
は
驚
入
つ
て
了
つ
た
。

　

藤
村
が
ラ
ス
キ
ン
の
『
近
代
画
家
論
』
を
読
ん
で
お
り
、
雲
の
変
化

を
記
録
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
宅
は
、「
風
景
な
ど
に
就
て
自
分

が
感
じ
て
居
る
事
は
、
島
崎
さ
ん
は
一
層
詳
し
く
調
べ
上
げ
て
、
何
だ

か
実
際
絵
を
描
か
れ
る
先
輩
の
や
う
に
思
は
れ
た
」
と
も
記
し
て
い
る）
13
（

が
、
絵
画
と
文
章
に
よ
る
自
然
や
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
が
、
相
互
に
関
連

を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
三
宅
克
己
や
太
田
三
郎
の
ス
ケ
ツ
チ
の
理
解

に
は
、
実
物
に
対
す
る
と
い
う
臨
場
性
や
、
速
写
と
い
う
簡
便
性
が
ふ

く
ま
れ
て
い
た
。
未
完
成
や
習
作
と
い
う
意
味
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
調
さ

れ
て
い
な
い
。
絵
画
と
文
学
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
で
は
、
ス
ケ
ッ
チ
の
習
作
的
性
格
は
、
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
九
号
（
一
九
〇
五
年
一
二
月
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
ス
ケ
ツ
チ
の
注
意
」
と
い
う
記
事
は
、「
子
チ
ュ
ア
生
」

に
よ
っ
て
、「
Ｊ
Ｗ
ト
フ
ア
ム
、
ヴ
ヰ
ノ
ヲ
ル
の
著
書
の
一
節
」
が
翻
訳

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
ス
ケ
ツ
チ
は
、
単
純
に
自
然
に
、
直
截
に
、
し

か
も
速
に
仕
上
げ
ら
れ
た
習
作
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
部
分
が

あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
の
習
作
的
性
格
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

　

創
刊
号
に
寄
せ
た
「
ス
ケ
ツ
チ
」
と
い
う
文
章
で
、
長
谷
川
天
溪
は
、

「
ラ
ス
キ
ン
は
、
ス
ケ
ツ
チ
に
中
々
重
を
置
い
て
居
た
。
其
の
大
著
述
中

に
は
ス
ケ
ツ
チ
に
は
『
力
セ
ン
セ
ー
シ
ヨ
ン
ス
、オ
フ
、パ
ワ
ー

の

感
』
が
あ
つ
て
愉
快
で
あ
る
」
と

語
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
大
著
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
近
代

画
家
論
』
を
指
し
て
い
る
。
御
木
本
隆
三
訳
の
『
近
世
画
家
論
』
を
参

照
す
る
と
、「
第
一
編　

総
説
」
の
「
第
二
項　

力
に
就
い
て
」
の
「
第

一
章　

力
の
観
念
に
関
す
る
一
般
原
理
」
に
、
関
連
を
感
じ
さ
せ
る
記

述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
ス
キ
ン
は
、
絵
画
に
表
現
さ
れ
て
い

る
「
力
の
観
念
」
は
そ
れ
自
体
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い



が
、
そ
れ
は
「
真
、
美
又
は
関
係
の
高
級
観
念
と
組
合
さ
れ
又
は
此
に

依
存
し
て
い
る
」
た
め
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
後
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る）
14
（

。
偉
大
な
画
家
の
チ
ヨ
ー
ク
・
ス
ケ
ツ
チ the chalk sketch 

の
中

に
於
け
る
吾
々
を
歓
ば
す
力
は
指
の
力
で
は
な
く
又
書
家 the 

w
ritingm

aster 

の
其
の
如
き
単
な
る
手
の
敏
捷
で
も
な
い
。
こ

の
力
は
そ
の
急
速
な
る
且
つ
大
膽
な
る
表
現　
　

真
実
の
快
源
で

あ
る　
　

に
よ
つ
て
明
瞭
な
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
知
識
の
正
確
さ

確
実
さ
で
あ
る
。

　
「
チ
ヨ
ー
ク
・
ス
ケ
ツ
チ
」
が
与
え
る
「
力
」
は
、
技
術
的
な
も
の
に

根
拠
を
お
く
も
の
で
は
な
く
、「
力
」
の
観
念
を
具
現
化
す
る
知
識
の
正

確
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
習
作
と
し
て
ス
ケ
ッ
チ
に
も
、

完
成
し
た
芸
術
に
比
肩
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
力
」
が
こ
も
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
を
引
い
た
天
溪
は
、
習
作
と
し
て

の
ス
ケ
ッ
チ
に
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

文
学
と
絵
画
の
交
流

　
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
創
刊
号
に
寄
せ
ら
れ
た
文
章
に
は
、
絵
画
と
文

章
の
交
流
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
提
言
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
長
谷
川

天
溪
は
、「
ス
ケ
ツ
チ
」
の
中
で
、「
此
の
ス
ケ
ツ
チ
と
文
学
と
が
同
じ

歩
調
で
あ
る
場
合
は
実
に
津
々
た
る
趣
味
が
あ
る
」
と
述
べ
、
両
者
の

交
流
の
事
例
と
し
て
、「
蕪
村
の
俳
句
と
其
の
画
」
を
あ
げ
て
い
る
。
天

溪
は
、
蕪
村
に
お
い
て
は
、「
両
者
が
善
く
融
合
し
て
、
雅
韻
沖
潤
神
気

自
足
の
感
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
二
人
の
芸
術
家
、
即
ち
文
学
者
と
画
家

と
が
、
同
様
の
観
察
、
嗜
好
、
思
想
、
情
緒
を
有
つ
て
或
る
事
物
を
写

し
た
な
ら
ば
、
一
人
が
物
し
た
と
同
じ
効
果
かマ
マ

生
ず
る
で
あ
ら
う
」
と

述
べ
て
い
る
。
天
溪
は
、
蕪
村
の
俳
画
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
文
学
者

と
画
家
が
そ
れ
ぞ
れ
絵
画
と
文
章
に
よ
っ
て
同
じ
対
象
を
と
ら
え
れ

ば
、
面
白
い
趣
向
と
な
る
と
提
言
し
て
い
る
。

　

中
島
孤
島
は
、「
文
と
画
」
の
中
で
、
文
と
画
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色

が
あ
り
、「
同
じ
物
を
写
し
て
も
文
で
は
其
の
物
の
心
を
書
き
、
画
で
は

其
の
物
の
形
を
描
く
。
文
を
読
む
時
は
先
づ
其
の
物
の
中
心
点
と
も
い

ふ
べ
き
所
を
会
得
し
て
、
心
の
中
で
其
の
物
の
形
を
組
立
て
る
の
で
あ

る
が
、
画
を
見
る
時
は
、
丁
度
反
対
に
先
づ
其
の
物
の
形
が
目
に
映
つ



て
、
次
に
其
の
心
を
思
ふ
と
い
ふ
順
序
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
孤

島
は
、「
此
の
文
と
画
の
二
つ
の
特
色
を
調
攝
し
て
、
画
を
以
て
文
を
補

ひ
、
文
を
以
て
画
を
補
は
う
と
い
ふ
計
画
は
、
絶
え
ず
人
間
の
脳
中
に

企
て
ら
れ
て
居
た
」
と
指
摘
し
、
そ
の
事
例
と
し
て
「
草
双
紙
」
を
あ

げ
て
い
る
。
明
治
に
入
っ
て
、
新
聞
の
「
続
き
物
」
は
、
絵
よ
り
も
文

章
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
い
、
書
物
や
雑
誌
の
挿
絵
は
、「
ま
だ
ま
だ
ほ

ん
の
景
物
で
絵
を
以
て
文
を
補
ふ
と
い
ふ
所
」
ま
で
は
達
し
て
い
な
い

の
で
、
新
し
い
「
新
式
の
草
双
紙
」
を
試
み
て
は
ど
う
か
と
、
孤
島
は
、

提
言
し
て
い
る
。
孤
島
は
、「
文
人
を
し
て
絵
画
を
解
せ
し
め
、
画
家
を

し
て
文
学
を
解
せ
し
め
ん
こ
と
を
期
す
る
が
た
め
の
み
、
吾
人
の
微
力

を
以
て
若
し
両
者
を
し
て
親
し
く
其
の
手
を
握
ら
し
む
る
こ
と
を
得

ば
、
吾
人
の
願
望
は
茲
に
盡
き
ん
」
と
主
張
し
て
い
る
創
刊
号
の
「
発

刊
の
辞
」
に
、
大
い
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。

　

現
実
に
は
、
天
溪
や
孤
島
の
提
言
は
、『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
誌
上
で

実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
創
刊
号
か
ら
、「
ス
ケ
ツ
チ
文
壇
」

が
設
け
ら
れ
、
詩
や
小
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
三
号
か
ら
は
、
田
山
花
袋

選
の
「
写
生
短
文
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
た
。
創
刊
号
の
「
徳
冨
蘆
花
氏

を
訪
ふ
」
と
い
う
記
事
で
、
蘆
花
は
、「
予
は
常
に
路
傍
一
片
の
花
に

も
、
花
上
一
滴
の
露
に
も
全
宇
宙
の
生
命
の
宿
れ
る
を
看
取
し
、
此
の

小
な
る
も
の
ゝ
内
に
、
大
な
る
美
を
発
見
せ
ん
と
力
む
」
と
語
り
、
ス

ケ
ッ
チ
的
文
章
の
書
き
手
と
し
て
宮
崎
湖
処
子
と
国
木
田
独
歩
の
名
を

あ
げ
て
い
る
。
紅
野
敏
郎
は
、
湖
処
子
、
独
歩
、
蘆
花
や
、
創
刊
号
に

寄
稿
し
て
い
る
木
下
尚
江
、
堺
枯
川
ら
の
「
ス
ケ
ッ
チ
的
で
は
あ
る
が
、

勁
く
明
確
に
語
ら
れ
て
い
く
自
然
と
人
生
意
識
」
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
こ

と
が
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
評
価
に
つ
な
が
る
、
と
指
摘
し
て
い
る）
15
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。

紅
野
は
、
自
然
の
生
命
を
と
ら
え
る
も
の
や
、
美
文
か
ら
脱
し
た
簡
潔

な
表
現
に
、
ス
ケ
ッ
チ
的
散
文
の
本
質
を
見
出
し
て
い
る
が
、『
月
刊
ス

ケ
ツ
チ
』
に
お
い
て
は
、「「
文
学
」
と
「
美
術
」
と
の
積
極
的
な
結
合

は
十
分
に
達
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
低
次
元
の
「
趣
味
」
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
、
画
文
の
交
流
の
不
十
分
さ
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る）
16
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。

文
を
寄
せ
た
人
び
と
も
、
美
術
を
お
の
れ
の
栄
養
の
源
と
み
な
す

意
識
が
あ
っ
て
の
参
加
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
三
宅
克
己
や
中

沢
弘
光
ら
と
の
新
鮮
な
人
間
関
係
が
そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
ま
た
西
洋
美
術
へ
の
素
朴
な
人
間
的
驚
き
を
軸
と
し

た
発
言
な
ど
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
美
術
」
の
側
は
、

ス
ケ
ッ
チ
の
普
及
の
み
。「
文
学
」
の
側
は
、
軽
い
短
文
、
詩
歌
の

寄
稿
、
そ
れ
で
よ
し
と
い
う
態
度
で
終
始
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
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ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
っ
て

三
一

　
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
は
、
文
学
と
美
術
の
内
在
的
な
交
流
に
欠
け
て
い

た
と
い
う
の
が
紅
野
の
判
断
で
あ
る
が
、
紅
野
の
あ
げ
て
い
る
「
軽
い

短
文
」
に
別
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
絵
画
作
品
は
、
三

宅
克
己
の
水
彩
画
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
自

然
風
景
を
じ
っ
く
り

写
生
し
た
も
の
と
と

も
に
、
岡
田
三
郎
助

の
「
猫
」（
創
刊
号
）

の
よ
う
な
ク
ロ
ッ
キ

ー
と
い
っ
て
よ
い
速

写
的
作
品
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ク
ロ
ッ

キ
ー croquis 
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
英
語

の
ス
ケ
ッ
チ
に
対
応

す
る
語
で
あ
る
が
、

即
興
的
に
短
時
間
で

対
象
を
捉
え
る
速
写

と
い
う
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
瞬
間
を
と
ら
え
る
と
い
う
ク
ロ
ッ
キ
ー
的
要
素
が
、「
軽
い
短

文
」
す
な
わ
ち
、
ス
ケ
ッ
チ
的
散
文
、
小
品
的
散
文
と
関
連
し
、
絵
画

と
文
学
の
交
流
の
種
子
を
育
も
う
と
し
て
い
る
様
相
を
『
月
刊
ス
ケ
ツ

チ
』
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

４　

ス
ケ
ッ
チ
と
小
品

　
「
ス
ケ
ツ
チ
文
壇
」
に
寄
稿
さ
れ
た
文
章
の
中
に
は
、
小
品
、
及
び
小

品
文
と
い
っ
て
よ
い
作
品
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
代
、

明
治
四
〇
年
前
後
に
、
小
品
、
小
品
文
と
呼
ば
れ
る
散
文
が
盛
ん
に
書

か
れ
て
い
た（

（（
（

。
一
九
一
二
年
一
〇
月
の
雑
誌
「
文
章
世
界
」
は
、「
小
品

の
研
究
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
特
集
記
事
は
、「
数
年
前
か

ら
、
漠
然
と
小
品
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
或
る
一
種
の
芸
術
的
作
品
が
、
何

時
と
い
ふ
こ
と
な
し
に
、
文
界
の
一
大
分
野
を
領
有
す
る
や
う
に
な
っ

て
来
た
」
と
記
し
て
い
る
。
記
事
は
、
小
品
は
形
式
も
自
由
で
あ
り
、

内
容
も
種
々
雑
多
で
な
か
な
か
一
概
に
定
義
し
に
く
い
と
も
述
べ
て
い

る
が
、
創
作
的
な
も
の
か
ら
随
筆
的
な
も
の
ま
で
を
ふ
く
む
、
よ
り
自

由
な
形
式
の
文
学
的
な
短
い
散
文
と
い
う
の
が
、
小
品
の
特
質
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
多
様
な
小
品
の
中
心
に
は
、
散
文
の
詩
的
要
素
、
す
な

わ
ち
、
主
観
性
の
重
視
と
瞬
間
の
印
象
を
と
ら
え
る
と
い
う
特
質
が
存

岡田三郎助　「猫」



在
し
て
い
た
。

　

創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
西
山
築
濱
の
「
瞬
時
の
詩
人
」
は
、
武
蔵

野
の
平
原
で
見
た
月
の
美
し
さ
を
讃
え
て
い
る
。

遠
望
す
れ
ば
武
蔵
野
の
原
涯
り
な
く
、
末
は
い
づ
く
と
極
む
べ
か

ら
ず
。
此
の
時
月
は
天
心
に
冲
し
て
、
微
光
単
へ
に
流
る
が
如
く
、

こ
の
曠
茫
た
る
平
野
を
隈
な
く
浴
び
せ
て
、
情
致
殆
ん
ど
言
ふ
べ

か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
わ
が
心
は
更
に
遠
く
な
れ
り
。
さ
な
が
ら

に
失
神
せ
る
も
の
ゝ
如
く
。
わ
が
想
は
わ
れ
を
離
れ
て
天
外
に
飛

び
ぬ
。
さ
な
が
ら
に
空
を
駈
け
行
く
風
神
の
如
く
。
而
し
て
わ
が

情
は
更
に
甘
く
美
は
し
く
な
れ
り
。
さ
な
が
ら
に
美
の
宮
殿
に
投

入
し
た
ら
む
か
の
如
く
。
わ
れ
は
も
は
や
俗
眼
俗
腸
の
士
に
あ
ら

ざ
る
な
り
。
少
な
く
と
も
恋
に
恨
み
、
物
に
使
役
せ
ら
る
ゝ
も
の

に
あ
ら
ざ
る
也
。
然
り
、
此
の
刹
那
わ
れ
は
た
し
か
に
詩
美
に
魅

せ
ら
れ
、
天
来
の
妙
想
に
打
た
れ
た
る
瞬
時
の
詩
人
な
り
け
り
。

　

美
文
的
な
古
い
感
性
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
平
原

を
照
ら
す
月
の
美
と
そ
れ
を
見
る
者
の
心
の
一
体
化
を
描
い
て
い
る
点

で
、
瞬
間
を
と
ら
え
る
と
い
う
ス
ケ
ッ
チ
の
本
質
を
文
章
に
取
り
入
れ

た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
ス
ケ
ッ
チ
文
壇
」
に
は
、
白
柳
秀
湖
、
小
川
未
明
、
斎
藤
弔
花
ら
、

小
品
の
書
き
手
と
し
て
活
躍
す
る
人
び
と
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
小
川
未
明
と
白
柳
秀
湖
で
あ
る
。
小
品

は
、
ス
ケ
ッ
チ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
雑
誌
『
文
庫
』
は
、「
ス

ケ
ッ
チ
」
と
い
う
欄
を
設
け
て
小
品
的
短
文
を
掲
載
し
て
い
る）
18
（

。
出
発

期
の
小
川
未
明
は
、「
ス
ケ
ツ
チ
ラ
イ
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ

る）
19
（

。
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
美
術
用
語
が
、
小
品
的
短
文
を
指
し
て
使
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
小
川
未
明
の
「
合
歓
の
花
」（
一
九
〇
五
年
五
月
、

第
二
号
）
は
、
合
歓
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
山
里
に
暮
ら
す
若
夫
婦
と
老

媼
を
描
き
、
老
媼
が
天
に
召
さ
れ
る
一
日
を
と
ら
え
て
い
る
。
若
者
は
、

病
に
冒
さ
れ
た
媼
の
た
め
に
、
医
者
を
迎
え
に
町
に
走
る
が
、
媼
は
夕

暮
れ
に
亡
く
な
る
。
媼
の
死
の
瞬
間
が
一
編
の
中
心
に
お
か
れ
て
い

る
。「
蛇
池
」（
一
九
〇
五
年
一
一
月
、
第
八
号
）
は
、
お
花
と
い
う
若

い
女
性
が
身
を
投
げ
た
池
の
思
い
出
が
語
ら
れ
る
。
子
ど
も
時
代
の
回

想
と
し
て
、
若
い
女
性
の
入
水
が
描
か
れ
て
い
る
。「
日い

つ
も常

夢
を
見
て
ゐ

た
や
う
な
、
恍う

つ
と
り惚

と
し
て
桜
花
の
精
で
あ
つ
た
や
う
な
お
花
の
顔か

ほ
か
た
ち貌が

時
々
心
の
目
に
思
ひ
浮
ば
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
過
去
の
記
憶
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。

　

白
柳
秀
湖
も
、
小
品
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る）
20
（

。
秀
湖
の
「
壕
端

線
」（
一
九
〇
五
年
五
月
、
第
二
号
）
は
、
春
の
雨
の
夜
の
電
車
の
中



で
、
社
会
主
義
を
奉
じ
る
青
年
四
人
が
美
人
の
乗
客
に
出
会
う
話
で
あ

る
。
仲
間
の
一
人
が
手
に
余
っ
て
い
た
労
働
者
観
桜
会
の
檄
文
を
女
に

手
渡
す
と
、
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
紅
の
帯
の
中
に
き
ち

ん
と
し
ま
う
。
そ
の
瞬
間
、「
紅も

み絹
の
手

ハ
ン
カ
チ
ー
フ

巾
が
膝
に
こ
ぼ
れ
て
」、
よ
い

香
り
が
す
る
。「
油
を
流
す
様
な
春
雨
が
、
一
と
し
き
り
、
暗や

み

に
す
さ
む

で
、
花
か
と
ま
が
ふ
雫
の
玉
が
、
電
車
の
玻が

ら
す
ま
ど

璃
窓
に
砕
け
て
、
ホ
ロ

〳
〵
と
流
れ
る
」
と
い
っ
た
効
果
的
な
描
写
に
よ
っ
て
、
印
象
的
な
瞬

間
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。「
丸
髷
」（
一
九
〇
五
年
七
月
、
第
四

号
）
は
、
姉
の
記
憶
を
描
い
て
い
る
。
か
つ
て
、
姉
と
一
緒
に
い
た
時
、

姉
が
、
ふ
と
小
金
井
の
堤
で
、
す
み
れ
と
ボ
ケ
の
花
を
摘
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
す
。
そ
の
姉
も
、
苦
労
を
重
ね
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
姉
の
丸

髷
姿
が
、
記
憶
の
中
心
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
で
、「
姉
上
の
丸
髷
、
遇
ふ
毎

に
、
云
ひ
し
ら
ず
な
つ
か
し
か
り
き
。
我
は
な
つ
か
し
き
丸
髷
を
好
め

り
、
其
丸
髷
の
此
さ
み
し
き
秋
の
一
日
ば
か
り
、
我
心
に
深
き
印
象
を

と
ゞ
め
た
る
は
な
か
り
き
」
と
い
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。「
小
金
井

の
雨
」（
一
九
〇
六
年
三
月
、
第
一
二
号
）
も
、
姉
と
過
ご
し
た
幼
年
期

の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。
思
い
出
を
た
ど
っ
て
、
再
び
小
金
井
を
訪

れ
る
が
、
雨
が
降
っ
て
い
て
、
記
憶
は
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
し
か
存
在

し
な
い
こ
と
に
思
い
あ
た
る
。

　

絵
画
と
し
て
の
ス
ケ
ッ
チ
と
、
文
章
と
し
て
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
自
然

や
風
景
の
描
写
と
い
う
共
通
の
要
素
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
関
連
は
、
瞬
間
の
表
現
と
し
て
の
ス

ケ
ッ
チ
と
、
詩
的
散
文
と
し
て
の
小
品
の
間
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
瞬
間
を
と
ら
え
た
ス
ケ
ッ
チ
は
、
記
憶
の
結
節
と
な
る
よ
う
な
印

象
深
い
瞬
間
の
光
景
を
と
ら
え
た
小
品
に
通
い
あ
う
モ
チ
ー
フ
を
持
っ

て
い
る
。
未
明
と
秀
湖
の
小
品
は
、
回
想
や
記
憶
の
中
の
印
象
深
い
瞬

間
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ス
ケ
ッ
チ
と
小
品
に
共
通

に
認
め
ら
れ
る
特
性
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
絵
画
に
し
て
も
文
章
に
し

て
も
、
瞬
間
を
切
り
取
る
表
現
と
し
て
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
対
象
を
客

観
的
に
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
主
観
性
が
関
与
し
て
お
り
、
そ
れ
が

単
な
る
対
象
の
模
写
と
は
異
な
っ
た
味
わ
い
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

ス
ケ
ッ
チ
的
散
文
が
印
象
深
い
瞬
間
を
切
り
取
る
よ
う
に
、
絵
画
と
し

て
の
ス
ケ
ッ
チ
も
、
自
然
風
景
の
描
写
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
印
象
深
い

瞬
間
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
第
七
号
（
一
九
〇
五
年
一
〇
月
）
に
は
、
応
募
作

品
と
し
て
、
竹
久
夢
二
の
二
点
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
稚
児
の

領
」（
入
選
八
席
）
に
は
、
草
原
に
座
っ
て
赤
子
に
授
乳
す
る
女
性
が
描

か
れ
、「
朝
さ
む
」（
選
外
佳
作
）
に
は
、
井
戸
端
で
水
を
く
む
女
性
を

描
か
れ
て
い
る
。
両
作
品
に
は
「
夢
二
」
と
い
う
名
が
彫
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
広
く
名
を
知
ら
れ
る
前
の
投
書
家
時
代
の
作
品
で
あ



る
。
線
は
若
干
硬
く
、
後
の
い
わ
ゆ
る
夢
二
調
の
タ
ッ
チ
か
ら
は
遠
い

も
の
だ
が
、
選
者
の
三
宅
克
己
は
、「
評
曰
筆
致
練
熟
形
情
共
に
よ
し
」

と
、
好
評
価
を
与
え
て
い
る
。
夢
二
の
応
募
作
品
は
、
当
時
の
新
聞
や

雑
誌
を
か
ざ
っ
た
、
本
文
と
内
容
的
関
連
の
な
い
コ
マ
絵
と
い
っ
て
よ

い
も
の
で
あ
る
。
コ
マ

絵
は
、
生
活
風
景
の
あ

る
瞬
間
を
と
ら
え
る
と

い
う
特
色
を
も
っ
て
い

た
が
、
瞬
間
を
と
ら
え

る
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
な
が

る
側
面
が
あ
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
夢
二
の

コ
マ
絵
は
、
ス
ケ
ッ
チ

が
自
然
風
景
の
描
写
に

限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を

よ
く
示
し
て
い
る
。

　

夢
二
の
コ
マ
絵
は
、

『
夢
二
画
集
春
の
巻
』

と
し
て
、
一
九
〇
九
年

一
二
月
に
洛
陽
堂
か
ら

出
版
さ
れ
、
読
者
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た）
21
（

。
以
後
、
洛
陽
堂
か
ら
多

数
の
コ
マ
絵
集
が
刊
行
さ
れ
る
。
洛
陽
堂
の
経
営
者
は
河
本
亀
之
助
で

あ
る
が
、
河
本
が
、『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
印
刷
担
当
者
で
あ
っ
た
こ
と

は
先
に
記
し
た
。
洛
陽
堂
は
、
雑
誌
『
白
樺
』、
創
作
版
画
誌
『
月
映
』

竹久夢二「稚児の領」



の
版
元
で
も
あ
り
、
美
術
と
文
学
に
関
連
す
る
書
物
を
多
く
出
版
し
て

い
る
。
河
本
亀
之
助
が
、
文
学
と
美
術
の
出
版
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
夢
二
に
関
心
を
抱
い
た
の
も
、『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
応
募
画
を

見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う）
22
（

。
河
本

亀
之
助
は
、
一
八
六
七
年
、
広
島
県
沼
隈
郡
今
津
村
（
現
福
山
市
）
に

生
ま
れ
た）
23
（

。
教
育
者
、
心
理
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
高
島
平
三
郎
は
、

沼
隈
郡
神
村
で
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
る
と
き
に
二
歳
年
下
の
河
本

と
知
り
合
っ
た
。
高
島
は
、
東
京
に
戻
り
学
習
院
に
勤
め
た
が
、
同
僚

の
搾
乳
業
を
手
伝
う
こ
と
を
河
本
に
勧
め
、
上
京
を
促
し
た
。
河
本
は
、

重
労
働
に
耐
え
た
が
、
将
来
の
展
望
の
な
い
こ
と
を
高
島
に
訴
え
た
。

高
島
の
知
人
で
あ
る
川
崎
又
次
郎
が
東
京
で
印
刷
所
を
お
こ
す
こ
と
に

な
り
、
高
島
は
、
働
き
手
と
し
て
河
本
を
推
薦
し
た
。
印
刷
所
は
発
展

し
、
国
光
社
と
名
を
改
め
、
河
本
は
そ
の
中
心
と
な
っ
て
働
い
た
。『
月

刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
印
刷
所
が
国
光
社
で
あ
り
、
そ
の
縁
で
河
本
亀
之
助

の
名
が
『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
印
刷
人
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
金
尾
文
淵
堂
の
不
調
が
原
因
と
な
っ
て
、
河
本
は
国
光
社
を

辞
し
て
、
自
ら
出
版
社
を
興
す
こ
と
と
な
り
、
洛
陽
堂
が
生
ま
れ
た
。

『
夢
二
画
集　

春
の
巻
』
は
、
コ
マ
絵
と
言
葉
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
せ
を

試
み
、
小
品
文
も
収
録
し
て
い
る
。『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
で
予
告
さ
れ
な

が
ら
、
十
分
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
画
文
の
交
流
が
積
極
的
に
模
索
さ
れ

て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

小
品
の
盛
行
は
、『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
終
刊
後
に
頂
上
に
達
す
る
が
、

自
然
風
景
の
写
生
的
散
文
と
は
、
一
味
異
な
っ
た
詩
的
散
文
の
領
域
を

開
拓
し
た
。
瞬
間
を
と
ら
え
る
コ
マ
絵
と
、
詩
的
散
文
と
し
て
の
小
品

は
、
別
々
に
生
起
し
た
現
象
の
よ
う
に
見
え
る
が
、『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』

と
い
う
舞
台
で
確
か
に
交
差
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
概
念
に
お
け
る
画
文
の
交
流
は
、
竹
久
夢
二
の
コ

マ
絵
集
や
、
田
中
恭
吉
が
中
心
と
な
っ
た
回
覧
雑
誌
『
密
室
』
に
継
承

さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

注（
1
）　 

第
六
号
（
一
九
〇
五
年
九
月
）
の
「
会
告
」
欄
に
「
賛
成
員
」
の
一

覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
岩
村
透
、
和
田
英
作
、
与
謝
野
鉄
幹
、

与
謝
野
晶
子
、
幸
徳
秋
水
ら
の
名
前
が
加
わ
っ
て
い
る
。
紅
野
敏
郎

「
解
題
」（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
早
稲
田

大
学
図
書
館
編
精
選
近
代
文
芸
雑
誌
集
「
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
」
総
目

次
』
雄
松
堂
フ
イ
ル
ム
出
版
有
限
会
社
）
は
、「
寄
稿
者
の
リ
ス
ト
か

ら
い
え
ば
、
泉
鏡
花
・
広
津
柳
浪
・
徳
田
秋
声
・
川
上
眉
山
・
柳
川

春
葉
ら
や
島
崎
藤
村
・
国
木
田
独
歩
、
あ
る
い
は
鷗
外
や
漱
石
や
虚

子
ら
の
名
が
見
え
ぬ
だ
け
で
、
こ
の
時
期
の
代
表
者
は
ほ
ぼ
出
つ
く

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
ⅲ
頁
）。「
賛



成
員
」
は
、
記
帳
す
る
よ
う
な
軽
い
感
覚
に
基
づ
い
て
参
加
し
て
い

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
多
く
の
「
賛
成
員
」
は
寄
稿
し
て
お
り
、
画

文
を
つ
な
ぐ
と
い
う
編
集
方
針
は
、
画
家
と
文
学
者
が
一
堂
に
会
し

て
い
る
名
簿
に
明
確
に
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
2
）　 
坂
井
犀
水
『
黒
田
清
輝
』（
一
九
三
七
年
一
二
月
、
聖
文
閣
）
の
「
は

し
が
き
」
に
、「
筆
者
の
初
め
て
黒
田
先
生
に
接
し
た
の
は
、
明
治
三

二
三
年
の
頃
、
先
生
の
門
下
に
画
を
学
ば
う
と
し
た
こ
と
が
あ
つ
た

時
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
私
は
一
面
社
会
事
業
に
志
し
て
ゐ
て
、
感
化

事
業
の
家
庭
学
校
と
い
ふ
に
招
か
れ
て
行
く
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、

画
の
方
は
中
絶
し
た
が
、
そ
の
後
病
の
為
に
感
化
教
育
の
方
を
断
念

し
て
、
再
び
美
術
方
面
に
携
は
り
、「
月
刊
ス
ケ
ッ
チ
」
の
発
行
や
、

そ
の
前
に
著
し
た
「
画
聖
ラ
フ
ァ
エ
ル
」
が
縁
と
な
つ
て
、
白
馬
会

の
機
関
雑
誌
「
光
風
」
の
編
輯
に
与
り
、
後
ち
先
生
よ
り
白
馬
会
員

に
推
挙
せ
ら
れ
、
ま
た
日
本
木
彫
の
研
究
を
委
嘱
せ
ら
れ
、
そ
の
他

種
々
知
遇
を
蒙
り
、
感
銘
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
深
く
、
素
よ
り
天
稟

の
秀
雅
、
気
宇
の
高
邁
な
る
に
敬
服
し
、
そ
の
芸
術
の
卓
越
な
る
に

至
つ
て
は
、
推
讃
措
か
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
一
頁
）。

（
3
）　 

森
口
多
里
『
明
治
大
正
の
洋
画
』（
一
九
四
一
年
六
月
、
東
京
堂
）
七

二
頁
。

（
4
）　 

絵
葉
書
は
、
日
露
戦
争
が
契
機
と
な
っ
て
飛
躍
的
に
消
費
量
が
拡
大

し
、
戦
争
写
真
や
美
術
絵
葉
書
な
ど
種
類
も
増
え
た
（
細
馬
宏
通

『
絵
は
が
き
の
時
代
』
二
〇
〇
六
年
六
月
、
青
土
社
、
二
一
〜
二
二

頁
）。
水
彩
画
と
絵
は
が
き
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
生
田
誠
『
日
本
の

美
術
絵
は
が
き1900　

1935

』（
二
〇
〇
六
年
三
月
、
淡
交
社
）
が
、

水
彩
画
の
手
引
き
書
や
雑
誌
の
口
絵
が
絵
は
が
き
化
さ
れ
る
と
と

も
に
、
単
体
の
商
品
と
し
て
も
大
量
に
流
通
し
た
と
指
摘
し
て
い
る

（
九
三
頁
）。

（
5
）　 

三
宅
克
己
『
思
ひ
出
つ
る
ま
ゝ
』（
一
九
三
八
年
六
月
、
光
大
社
）
五

八
〜
六
三
頁
。

（
6
）　 

太
田
三
郎
『
ス
ケ
ッ
チ
画
法
』（
一
九
〇
六
年
八
月
、
浩
成
館
書
店
・

矢
島
誠
進
堂
書
店
）
一
〜
二
頁
。

（
7
）　 

北
住
敏
夫
『
写
生
説
の
研
究
』（
一
九
五
三
年
三
月
、
角
川
書
店
）
四

頁
。

（
8
）　 

松
井
貴
子
『
写
生
の
変
容　
　

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
か
ら
子
規
、
そ
し

て
直
哉
へ
』（
二
〇
〇
二
年
二
月
、
明
治
書
院
）
一
一
四
頁
。

（
9
）　

松
井
貴
子
、
前
掲
書
、
一
一
四
頁
。

（
10
）　

松
井
貴
子
、
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

（
11
）　

三
宅
克
己
、
前
掲
書
、
一
九
八
頁
。

（
12
）　

三
宅
克
己
、
前
掲
書
、
一
九
八
頁
。

（
13
）　

三
宅
克
己
、
前
掲
書
、
一
九
八
頁
。

（
14
）　 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
著
、
御
木
本
隆
三
訳
『
近
世
画
家
論　

第
一

巻　

第
一
編
総
説　

自
第
一
項
至
第
二
項
』（
一
九
三
二
年
二
月
、
東

京
ラ
ス
キ
ン
協
会
）
四
九
頁
。

（
15
）　 

紅
野
敏
郎
「
解
題
」（
前
出
）
ⅴ
頁
。

（
16
）　

紅
野
敏
郎
、
同
前
、
ⅺ
頁
。

（
17
）　 

小
品
文
学
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
品
文
学
の
世
界
」（
二
〇

〇
六
年
四
月
、
木
股
知
史
編
著
『
明
治
大
正
小
品
選
』、
お
う
ふ
う
）



を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）　 『
文
庫
』
一
九
〇
七
年
五
月
（
第
三
四
巻
第
三
号
）
か
ら
一
九
〇
七
年

九
月
（
第
三
五
巻
第
二
号
）
ま
で
「
ス
ケ
ッ
チ
」
欄
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

（
19
）　 

哀
鳥
「『
愁
人
』
を
読
む
」（
一
九
〇
七
年
八
月
、『
文
庫
』
三
四
巻
六

号
）
は
、「『
愁
人
』
一
篇
に
現
は
れ
た
る
小
川
未
明
氏
は
、
吾
等
の

眼
に
は
一
個
の
抒
情
詩
人
と
も
見
ら
れ
る
。
情
緒
主
観
の
作
物
、
詩

的
散
文
、
一
種
の
回
想
記
、
是
等
の
名
称
を
以
て
氏
の
作
品
を
な
ぞ

ら
へ
る
は
、
必
ず
し
も
不
当
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
旅
人
を
見
て

は
漂
浪
の
生
活
を
思
ひ
、
雲
に
懐
郷
の
情
を
や
り
、
愁
ひ
と
哀
し
み

と
に
涙
催
す
作
者
の
姿
は
、
何
れ
の
篇
を
見
て
も
彷
彿
と
し
て
浮
び

来
る
。
今
日
迄
作
者
が
よ
り
多
く
ス
ケ
ツ
チ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
迎
へ

ら
れ
少
か
ら
ず
若
き
読
者
の
心
を
牽
い
た
の
も
、
恐
ら
く
此
方
面
よ

り
し
て
で
あ
つ
た
ら
う
」
と
評
し
て
い
る
（
六
〇
七
頁
）。

（
20
）　 

白
柳
秀
湖
の
小
品
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
品
の
領
域
」（
二
〇
〇
六

年
一
二
月
、「
日
本
文
学
」
五
五
巻
一
二
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　 

竹
久
夢
二
『
夢
二
画
集　

春
の
巻
』
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
画
文
共

鳴　
『
み
だ
れ
髪
』
か
ら
『
月
に
吠
え
る
』』（
二
〇
〇
八
年
一
月
、
岩

波
書
店
）「
第
七
章　

画
家
詩
人
竹
久
夢
二
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）　 

荒
木
瑞
子
「
洛
陽
堂
主
人
河
本
亀
之
助
の
こ
と
（
正
）」（
二
〇
〇
一

年
一
〇
月
、「
ラ
ピ
ス
」
第
一
五
号
）
は
、
国
光
社
時
代
の
雑
誌
『
ヘ

ナ
ブ
リ
』、
早
稲
田
文
学
社
の
年
少
者
向
け
の
雑
誌
『
少
年
文
庫
』
で

の
竹
久
夢
二
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
河
本
が
夢
二
に
目
を
と
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。『
ヘ
ナ
ブ
リ
』
は
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
の

創
刊
で
あ
り
、『
少
年
文
庫
』
は
、
一
九
〇
六
年
よ
り
の
刊
行
な
の

で
、
時
期
的
に
は
、『
月
刊
ス
ケ
ツ
チ
』
の
ほ
う
が
少
し
早
い
。

（
23
）　 

河
本
亀
之
助
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、『
河
本
亀
之
助
追
悼
録
』（
一
九

二
一
年
一
月
、
河
本
テ
ル
発
行
）
所
収
の
、
関
寛
之
「
河
本
亀
之
助

氏
の
生
涯
」、
高
島
平
三
郎
「
追
想
録
」
を
参
照
し
た
。

付
記　

本
研
究
は
、
科
研
費
（19520176

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


